
打
ち
消
し
て
残
る
と
こ
ろ
l
否
定
表
現
の
結
果

ま
え
が
き

打ち消 し て残るところー否定表現の結果

コん
談
じゃ
ない。
私に
は
そん
な
こ
と
は
で
き
ませ
ん」
「と
ん
で
も
な

い
こ
と
が
起っ
た」
とい
う
表
現は、
そ
れ
ぞ
れ
「
冗
談で
し
ょ
う
(ご
冗
談

で
し
ょ
う)

」
「と
ん
だ
事が

」
とい
う
表
現と
全
く
同じ
内
容
を

一不し
てい
る。

「
雪で
も
降る
ん
じゃ
ない
か」
「
昨日
行か
なかっ
た
?」
「一
寸お
寄り

に
な
ら
ない
?」
とい
う
表
現は、
事
実
上
「
雪で
も
降り
そう
だ」
「
昨日

行っ
た
ね」
「一
寸お
寄り
下さい」
と
い
う
表
現
の
内
容と一
致
す
る。注ー

ま
た、
「
け
し
か
ら
ぬ」
は
事
実と
し
て
は
「けし
か
り」
を
意
味し、
「
負
け

ず
ぎ
らい」
は
「負
け
ぎ
らい」、
「で
きない
前」
が
「で
きる
前」、
「こ
ろ

ば
ぬ
先の
杖」
が
「こ
ろぷ
先の
杖」
を
そ
れ
ぞ
れ
意
味し
てい
る。

こ
ん
な
と
こ
ろに、
言語
表
現
の
上で
の
「否
定」

l|l「
打
消」
と
い
う

現
象の
複
雑
さ
微
妙
さ
が
ある。
こ
れ
らの
点
につ
い
て、
浜田
敦に
は、

「
諭
理
的に
は
不
可
能
な
るべ
き
肯
定
形と
否
定
形と
が
同
意
味
を
表
現す
る

と
い
ふ
事
実
を
国
語
史の
上で
指
摘する」
とい
う
耗
旨の
下に
書か
れ
た
論

文が
あ
り、注2
宮
地
裕に
は、
「で
きない
前」
とい
う
表
現
を
中
心に
論じ

た
もの
が
あ
る。注3
ま
た、
「
否
定
表
現の
原
理」
と
い
う
題の
下に、
否
定

表
現
全
般
に
つ
い
て
意
味
論
的
分
析
をし
てい
る
泉
井
久
之
助の
論
文が
あ

る。注4

鈴

木

彦

こ
れ
らの
論
文で
は
否
定
表
現に
関し
て、
何か
を
否
定し
よ
う
と
す
る
表

現
者の
意
図、
お
よ
び
否
定
さ
れ
てい
る
もの
は
何か
と
考え
る
理
解
者の
心

理の
追
究が
主と
なっ
てい
る
と
考え
ら
れる。
私は、
本
稿に
お
い
て、
何

を
打ち
消し
てい
る
か
と
い
う
商か
らで
な
く、
打ち
消し
て
その
結
果
残っ

てい
る
と
こ
ろ
は
具
体
的に
何が
考え
ら
れ
る
か
と
い
う
観
点に
立っ
て、
否

定
表
現
の
本
質を
考え、
従
来
解
釈の
上で
異
論の
ある
問
題
を
再
検
討し
て

み
よ
う
と
す
る。

「
う
ま
く
(は)
ない」
「
暑
く
(は)
ない」
「か
な
し
く
(は)
ない」

な
ど
とい
う
場
合、
す
ぐ
その
ま冶
「ま
ずい」
「
寒い」
「う
れ
しい」
(ま

た
は
「
楽しい」)
な
ど
を
意
味す
る
と
は
限
らない。
「
普
通で
ある
(
う
ま

く
も
ま
ず
く
も
ない)」
「すY
しい」
(あ
る
い
は、
「
φめ
た〉
か
い」、
ま
た

は、
「
暑い
け
れ
ど
もが
ま
ん
で
きる
程
度だ」)
「
普
通だ
(か
な
し
く
も
う

れ
し
く
も
ない
こ
と
いっ
た
よ
うな
とこ
ろ
が
残っ
てい
る
の
で
ある。
「
賢

者に
ゐ
ら
ず」
は、
反
対
概
念の
「
愚
者」
を
意
吠
する
と
同
時に、
「
常人」

を
も
意
味し
てい
る。
つ
ま
り、
ある
極
端
を
打ち
消し
た
場
合に
は、
反
対

の
極と
同
時に、
中
聞が
残
さ
れ
てい
る
の
で
為
る。

ま
た
「あの
人は
普
通で
ない一
とい
う
場
合は、
中
間が
打ち
消
さ
れ

て、
+
(プ
ラス)
の
方
向と、
一
(マ
イ
ナス)
の
方
向が
残
さ
れ
てい
る
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こ
とh
な
る0

・
こ
れ
を
推し
て
仔
く
と、
「
彼は
歩レ
て
い
ない」
と
い
う
否
定
表
現か
ら

は、
場
面
を一
応
度
外
視す
れ
ば、
「
立
ち
ど
まっ
て
い
る」
とい
う
意味
と、

「
走っ
てレ
る」
と
い
う
意
味の
二つ
が
考
え
ら
れ
る。
さ
らに、
「
冨は
降

っ
てい
ない」
と
い
う
表
現か
らは、
「
止
ん
で
い
る」
「
雨が
降っ
て
い
る」

等の
事
実が
予
想し
得る。

「
彼
は
後
を
顧み
た。
さ
う
し
て
到
底
又
元の
路へ
引
ぎ
返す
勇
気
を

有た
な
か
っ
た。
彼は
前
を
眺
め
た。
前
に
は
堅
固な
扉が
何
時
迄も
展
望

を
遮っ
せ
ゐ
た。
彼は
門
を
通る
人で
は
なか
っ
た。
又
門を
通
ら
なレ
で

済
む
人で
も
なか
っ
た。
要す
る
に、
彼は
門の
下に
立ち
棟ん
で、
日の

首寄れ
る
の
を
待つ
べ
き
不
幸な
人で
あっ
た。」
(
夏
目
激
石
「
門」・
傍
線

筆
者)

こ
の
文
章の
傍
線の
部
分
を
考える
と、
作
者は、
主
人
公
宗
助の
性
格
を

説
明
す
る
に
当
り、
ま
ず
「
門を
通
る
人」
で
あ
る
こと
を
否
定し、
次に、

読
者が一
応
考
え
る
で
あ
ろ
う
「
門
を
通
ら
なし
人」

||l
「
門を
通
ら
ない

で
済
む
人」
を
否
定し
て
い
る。
そし
て、
結
果と
し
て
残る
と
こ
ろか
ら、

「
門の
下に
立
ち
耐叫ん
で、
日
の
暮れ
る
の
を
待つ
べ
き
不
幸な
人」
を
特に

取り
出し
てい
るこ
と
に
な
る。

「し
きし
まの
や
ま
と
に
は
あ
ら
ぬ
か
ら
衣
こ
ろ
もへ
ずし
て
あふ
よ

し
もが
な」
(「
古
今
和
歌
集」
巻
十四)

「
木に
も
あ
ら
ず
草に
も
あ
ら
ぬ
竹の
よ
の
は
し
に
わ
が
身は
な
り
ぬ

べ
ら
也」
(
同・
巻
十八)

右の
二
首に
つ
い
て
も、
傍
線の
部
分
だ
け
を
考え
る
な
ら
ば、
前
者
は、

「や
ま
と」
そ
否
定し
た
残
りの
中か
ら
「
唐」
を
取
り
出し、
後
者は、

「
木」
を
否
定し、
「
事」
を
否
定し
た
残
りの
中か
ら
「
竹」
を
取り
出し

てい
る
と
考え
る
こ
と
が
で
きる。

以
上の
三
例に
お
い
て
は、
打ち
消し
て
残ると
こ
ろの
もの
が
明
示さ
れ

て
い
る
の
で、
問
題は
起
ら
ない
の
で
ある
が、
そ
う
で
ない
場
合
||残る

と
こ
ろが
明
示
さ
れてい
ずに
否
定
表
現だ
け
を
問
題に
し
なけ
れ
ば
な
ら
な

い
時に
は、
理
解
者が
否
定
さ
れた
結
果
を
何
う
考え
る
か
とい
うこ
と
が
問

題に
な
る。
「
場
前」訟5
を
補
汚す
る
こ
と
が
比
較
的
困
難な
古
文の
場
合に

は、
特に
問
題が
生じ
て
くる
の
で
ある。
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うみ
な
ら
ずた〉
へ
る
水の
そこ
ま
で
に
きよ
きこL
ろ
は
月
ぞて
ら
さ
む

(「
大
鏡」
時
平・「
新
古
今
和
歌
集」
巻
十八)

右の「
うみ
な
ら
す」の
部
分の
解
釈に
は
古
来二つ
の
説が
存
在す
る。注6

そ
れ
を
要
約
す
れ
ば、
次の
よ
うに
な
る。

A
海ト
イ
ウ
ホ
ド
デ
ナ
夕、
ワ
ズ
カニ
夕、
ェ
テ
イル
水
(三
浦
圭
三

「
糠
準
大
鏡」
佐
藤
球
「
大
鏡
詳
解」
宮
沢
義
則
「
帯
木」
昭
和一
八・

一
O
月)

B
海
ドコ
ロ
テハ
ナ
クモy
トモ
ッ
ト
深ク
夕、
ェ
テ
イル
水
(
橘
純一

「
大
鋭
新
議」
岡田
希
雄
「
国
語・
国
文」
昭
和
二
了
一
月)

A
の
場
合は、
否
定
さ
れた
海に
対L
て、

そ
れ
よ
り
も
小
さ
な
(
湖
|
池
|
水
溜り
とい

う
よ
う
な)
もの
を
汚えた
の
で
あ
り、
B
の

場
合は、
否
定
さ
れた
泌に
対し
て、
そ
れ
よ

り
も
更に
大
きい
もの、
海とい
うこ
と
ば
で

は
表
現
さ
れ
ない
(
水
輪
際の
よ
う
な)
もの

を
考
えた
の
で
ある。

A 

j毎
B 



事の
駄
何
と
な
う
哀
也
(「
平
家
物
語」
忠
度
部
落)

タ
ざ
れの
空
滞仰
ぐ
もり、
何と
な
う
物
哀な
り
け
る
お
り
ふ
し
(
同・
蘇

武)其
後
何
と
な
ひ
事
共
申し
て
な
ぐ
さめ
奉る
(
問・
徳
大
寺
之
沙
汰)

右の
傍
線の
部
分につ
い
て、
「日
本
古
典
文
学
大
系
本」
の
頭
注に
次の

よ
う
な
記
載が
見
え
る。

「
何か
とい
うこ
と
も
な
く」
の
意
味で、
B「
すべ
て
が」
の
意。
A
今

の
よ
うに
「い
く
らか」
の
意で
は
ない。
(
下
巻、
一
O三
頁・
傍
線お

よ
び
記
号は
筆
者)

打ち消して残るところー否定表現の結果

現
在の
普
通に
表
現
さ
れ
る
「
何と
な
く」

は
「
何
(か
とし
う
こ
と
こ
を
否
定し
て、

少
ない
もの
を
考え
る
の
で
あ
り、
こ
の
頭
注

に
従
えば、
当
時の
「
何
と
な
く」
は、
逆に

多い
もの』
方
を
考え
て
解
すべ
き
だ
とレ
う

こ
と
に
な
る。

以
上の
よ
うに
「
海
な
ら
ず」
「
何
と
な
う」

の
二
例に
つ
い
て、
それ
ぞ
れ、
解
釈の
ち
がい
が
生
じ
てい
る
とい
うこ
と

は、
否
定
表
現の
結
果
を
ど
う
考え
る
か
とい
う
考え
方の
相
違に
起
因し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る。
一
方は、
打ち
消
さ
れ
て
残っ
た
もの
につ
い

て、
大
な
る
方
向
(
あ
るい
は+《プ
ラス》
の
方
向・
積
極
的
な
面〕
を
考

え、
他
方は、
小
な
る
方
向
(あ
るい
は一《マ
イ
ナス》
の
方
向・
消
極
的

な
面)
を
考
え
てい
る
の
で
あ
る。
つ
ま
り、
「
何が
打ち
消
さ
れ
てい
る
か」

と
い
う
点よ
り
も、
「
打ち
泊
さ
れ
て
残っ
て
い
る
と
こ
ろの
もの
は
何か」

とい
う
点に
問
題が
あ
る
の
で
あ
る。
こ
う
し
た
と
こ
ろに、
表
現
形
態の
追

求の
み
で
は
解
決し
難い
意
味論
上の
問
題が
あ
る。
右の
よ
う
な
観
点か

何(かとい
うこ
と)

A 

B 

ら、
以
下、
「なの
め
な
ら
ず」
の
意
味と、
従
来
問
題に
なっ
てい
る
「4

ずは」
の
解
釈につ
レ
て一
考
を
加
え
て
み
よ
う
と
思
うの
で
あ
る。

宮の
御
方、
うはぺ
の
御か
しづ
きの
み、
め
でた
く
て、
わた
り
給ふ

こ
と
も、
え
なの
め
な
ら
ざ
め
る
は、
か
た
じ
け
な
きわ
ざ
な
りか
し(「
源

氏
物
語」
若
菜
上・
明
石
上の
女三
宮
を
許し
たこ
と
ば
の一
節)

右の
傍
線の
個
所につ
い
て
は、
解
釈の
上で、
古
来
色々
問
題に
なっ
て

い
る
の
で
あ
る
が、
最
近の
注
解
をみ
る
と
次の
よ
う
な
もの
が
あ
る。

女
三
宮は
表
面の
御
待
遇ば
か
り
立
派で
お
部
屋に
ゆ
か
れる
事
も
刑到

と
はい
か
ない
の
は
勿
体
ない
気が
す
る
(日
本
古
典
全
書頭
注)

一
通りの
扱し
もで
き
ない
よ
うに
見
える
(
十
分
と
は
見
え
ない)
の

は
(
皇
女
を
疎
略に
な
さるの
で)
勿
体なレ
事で
あ
お
な
あ
(日
本
古

典
文
学
大
系
頭
注)

前
者お
よ
び
後
者の
(
)
内
をみ
る
に、
「なの
め」
H「
十
分」
とい
う

こ
と
に
な
り、
後
者で
は
「一
遥りの
扱い」
U「
十
分
(な
扱い
こ
とい
う

よ
う
な一
見
矛
盾と
も
恩わ
れ
る
結
果に
なっ
てい
る。

「なの
め
な
ら
ず」
とい
う
語
句は

-
こ
の
人の
御
哀れい
とY
ま
さ
り、
心
苦し
さ
も
斜な
ら
ず(「
浜
松
中
納
言

物
語」
巻四)

-
母と
ぢに
もよ
き
屋つ
くっ
て
と
ら
せ、
毎
月に
百
石百
貫
を
を
く
らせ
け

れ
ば、
家
内
富
貴し
てた
の
しい
事なの
め
な
ら
ず
(「
平
家
物
語」
紙
王)

の
よ
うに
用い
ら
れ
てい
る
場
合に
は、
「な
の
め」
を
打ち
消し
た
結
果
を

程
度の
高い
方に
考
え
て
「一
通リ
デ
ナ
イ」
↓
「
甚ダシ
イ」
とい
う
意
味

に
とっ
て
十
分
意
味が
透る
の
で
あ
る
が、
前
掲の
源
氏
物
語の
場
合は、
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「なの
め」
を
コ
通
リ」
或は
「
普
通
ダ」
と
し
て、
その
否
定の
結
果
を

程
度の
高い
方に
と
る
と
意
味が
通
じ
な
く
な
る。
そこ
で、
文
章
全
体の
意

味か
ら
「十
分
と
はい
か
ない」
とい
うよ
う
な
解
釈が
生
れ
て
来るこ
と
に

な
る。し

か
し、
本
居
宣
長の
「
源
氏
物
語
玉
小
櫛」
の
注
をみ
る
と
次の
よ
うに

なっ
てい
る。

「すべ
て
なの
め
は、
俗
に、
たい
がい
な
る
とい
ふ
怠に
て、
こ
』
は

女
三
宮の
御
方へ、
わ
た
り
給ふ
こ
と、
たい
がい
な
るほ
ど
に
も
あ
らば、

さ
も
有ベ
き
を、
たい
がい
だ
に
え
あ
ら
ず、
ま
れ
/11な
り
とい
ふ
な
り、

注
(
湖
月
抄
を
指
すか・
筆
者
注)
い
み
じ
きひ
が
ご
と
な
り、
上に
うは

べ
の
御か
しづ
きの
み
め
で
た
くて
とい
ひ、
次に
か
た
じ
け
な
き
わ
ざ
な

り
とい
ひ、
心
ぐ
る
し
く
とい
へ
る
な
ど
に

か
な
は
ず」

つ
ま
り、
宣
長は
「なの
め」
を
否
定し
た
の

こ
りの
部
分
を、
A
の
方
向(
程
度の
低い
方)

に
考え
た
こ
と
に
な
る。
そ
し
て
こ
の
方が
文

意に
適っ
た
解
釈と
い
うこ
と
が
で
きる
で
あ

ろャフ。肉み
に、
大日
本
国
語
辞
典で
は

絵
り
そ
れ
程に
て
もな
き
事
をこ
と
もな
な

め
に
申
すは
(
甲
陽
寧
鑑)

帝なの
め
に
思
し
召
さ
れ
(
謡
曲・
烏
帽
子

折)大
名
なの
め
に
思
召し
(
狂
言・
二
千
石)

の
例
を
あ
げ
て
傍
線の
部
分につ
い
て、
「
な

なのめ

B 

なのめ

B 

A 

な
め
な
ら
ずに
同じ」
「
なの
め
な
ら
ずの
略」
とい
うよ
うに
解
説し
てい

る
が、
「な
の
め
(
為るい
は、
な
な
め
こ
を
よ
り
程
度の
低い
方か
ら
考え

てい
る
と
す
れ
ば、
敢て
右の
よ
うな
解
説
を
す
る
必
要もない
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う。
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四

奈
良
時
代の一
語
法
と
し
て
の
「
.すは」
の
解
釈に
つ
い
て
は、
周
知の

よ
うに、
古
来
色々
と
論
議さ
れ
てい
る
が、
その
主な
る
もの
を
あ
げ
て
要

約
す
れ
ば
次の
よ
うに
な
る。

ω
本
居
宣
長は、
「
ずは」
の
用い
ら
れ
てい
る
上
代の
和
歌の
例二

四
首を
あ
げ
て、
「ん
よ
り
は」
の
意に
解し、
こ
れ
を
以て、
従
来
仮
定

条
件
と
し
て
は
意
味の
通じに
くかっ
た
こ
れ
らの
歌の
意
味
を
統一
的に

解
釈で
きる
と
し
てい
る。
(「
詞
玉
緒」
巻
七
古
風の
章)

ω
橋
本
進士口は、
「
ずは」
が
「ん
よ
り
は」
と
な
る
べ
き
語
法
上の

根
拠に
対す
る
疑
問と、
「た
ちし
な
ふ
きみ
が
す
が
た
を
和
須
礼
受
波よ

の
か
ぎ
りに
や
こ
ひ
わ
た
り
な
む」(一
万
葉
集」
巻二
0・
四
四
四一
)
の
例

が、
「ん
よ
り
は」
で
は
解
決で
きない
とい
うこ
と
の
こ
点
か
ら、
「
ず

は」
は、
「
ず」
(
連用
形)
に
係
助
詞の
「は」
が
つ
い
た
も
の
で
「
ず

し
て」
の
意に
解すぺ
きだ
と
し、
こ
れ
で一
応
八五
例が一
貫し
て
解
決で

きるこ
と』
なっ
た。(
橋木
進士口
博
士
著
作
集
第五
冊「上
代諮の
研
究」)

ω
大
岩正
仲は、
「
ずは」
の
「は」
は、
普
通の
用
言の
連
用
形に

つ
い
た
もの
と
は
異な
り、
下の
用
言が
打
消と
なっ
た
り、
逆
態
条
件
と

なっ
てい
る
もの
が一
つ
も
な
く、
奈
良
時
代の
もの
三
O
例
中一
入
例ま

で
が7
γ、
マ
シ
ヲ、
7
シモ
ノ
ヲ
等
を
以
て
結ば
れ
る
とい
う
期比
尚か
ら

矢
張
り
仮
定
条
件
法
と
しで
解すべ
きで
ある
と
し
て、
宣
長
説
も
橋
本
説



もEm
学
的に
承
服し
滞い
といっ
てい
る(「
奈
良
朝
語
法ズハ
の一
解」
閑

語
と
国
文
学四
巻3
号)。
林
大の
「
万
葉
集
大
成
(
言
語
篤
こ
に
於け
る

所
説
も
大
体は
こ
の
考え
方に
従っ
た
もの
で
あ
る(
問
書一
五二
頁)。

さ
て、
橋
本
説で
問
題の
端
緒と
なっ
た
前
掲の
「た
ち
し
なふ」
の
歌に

つ
い
て、
検
討し
て
み
る
な
ら
ば、

ω
宣
長
説で
は、

「
君が
姿を
忘
れ
ない
よ
り
は、
一
生
涯
恋い
慕っ
てい
よ
う」

と
なっ
て、
全
然
意
味
を
成
き
な
く
な
るこ
と
は、
橋
本の
指
摘の
如
くで
あ

る。η，“
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橋
本
説で
は、

「
君が
姿
を
忘
れ
ない
で、

と
なっ
て一
応
意
味は
通
じ
る。

ω
大山石
説で
は、

「
君が
姿
を
忘
れ
ない
な
らば
l
忘れ
さへ
し
ない
で
す
む
な
らば
l

一
生
涯
恋ひ
慕っ
て
苦し
ん
で
ゐょ
う」
(
前
掲
論
文
中の
表
現の
まh­

傍
線お
よ
び
圏
点は
筆
者)

と
な
り、
林
説で
は

「
忘
れ
ない
な
ら
(
忘
れ
ない
と
す
れ
ば)
永
久に
恋し
がっ
て
ゐ
な

け
れ
ば
な
ら
ない
で
も
あ
ら
うか
(
強
調
す
れ
ば
『あh
忘
れ
たい
もの

だ』
の
意)」
(
右
と
同
じ)

と
なっ
てい
る。

一
生
泥
恋ひ
慕っ
てい
よ
う」

私は、
大
岩・
林
説の
如
く、
「
ずは」
を
条
件
法と
し
て
解す
る
考え
方

に
根
本
的に
は
従
う
もの
で
あ
る
が、
「
当
時の
恋は
決し
て
う
れ
しい
もの

で
は
な
かっ
た」
と
い
う
前
提に
立っ
て
右の
よ
うに
解釈
す
るこ
と
は
||

特に
簡
点の
部
分につ
い
て
は
大い
に
疑
問を
持つ
の
で
あ
る。

右と
同
じ
考え
方か
ら、
大山石・
林
説で
は

な
か
fk‘に
人
跡
不
有
者
酒
査に
成
り
て
し
か
も
酒に
染み
な
む(「
万
葉

集」
巻三・
三
四
三)

の一
首は
次の
よ
うに
解
釈さ
れ
てい
る。

「な
ま
な
か
人
間に
な
ん
か
生れ
た
か
らは
仕
方が
ない
が、
人で
ない

な
らば、
人で
な
く
ゐ
ら
れ
る
な
らば、
酒
査に
で
もな
り
たい
もの
だ」

(
大
岩)「(

な
ま
じっ
か
な
人
間
生
活は
も
うご
め
ん
だ
が)、
人
間で
ない
と

す
れ
ば、
(い
っ
そ)
酒
査に
なっ
て
し
まっ
た
ら、
酒に
浸るこ
と
が
で

きて
よ
か
ら
う
もの」
(
林)

つ
ま
り
結
果
と
し
て
は、
「
人
間で
ある
よ
り
も
酒
査に
な
り
たい」
と
い

う
富一
長
説に一
致し、
「
恋
す
る」
こ
と
を
否
定
的に
考え
る
と
同
様に、
「
人

と
あ
る」
こ
と
を
否
定
的な
もの
と
考え
るこ
と
に
な
る。
し
か
し、
作
者
大

伴
旅
人は、
決し
て、
「
人
と
ある」
こ
と
か」
否
定
的に
考え
る
人で
は
な
か

っ
た
よ
うに
私は
考
える。

こ
の
世に
し
楽し
く
あ
らば
来
む
よ
に
は
虫に
も
烏に
もわ
れ
は
な
り
な

む
(
巻三・一二
四
八)

生
者つ
ひ
に
は
死
ぬ
る
もの
に
あ
れ
ば
こ
の
世な
る
問は
楽し
く
を
あ
ら

な
(
同・一二
四
九)

とい
う、
同じ
讃
酒
歌
十三
首の
中に
ある
歌に
うかY
わ
れ
る
よ
うに、
旅

人は、
仏
教の
輪
廻
転
生
説、
あるい
は鉱山
常
説に
反
対し、
現
世の士写
楽
生

活
を
一選
歌
す
る
よ
う
な
思
想の
持
主だっ
た
よ
うに
思
わ
れ
る
の
で
あ
る。
こ

の
「な
か
/'\に
人
と
あ
ら
ずは
。」
の一
首
も、
反
仏
教
的な、
あるレ

は、
い
わ
ゆ
る
道
徳
主
義に
対す
る
反
援の
心の
表
現と
思
わ
れ
る。
従っ

て、「
人
間に
生
れ
た
か
らは
仕
方が
ない」
「
人
間で
な
くい
ら
れ
る
な
らば」
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とい
うの
で
な
く、
「
人
間
生
活は
ご
め
ん
だ」
とい
うの
で
な
く、
「
人
間生

活は
楽しレ。
し
か
し、
もし、
自
分が
人
間で
なレ
と
す
れ
ば」
と
解
すべ

き
だ
と
思
うの
で
あ
る。
そし
て、
人
間宏
打ち
消し
た
残りの
もの
|た
と

え
ば、
烏や
虫
や
け
だ
もの
其の
他
|の
中か
ら、
自
らの
希
望
す
る
もの

|
鴻
査
をと
り
出し
てい
る
と
考
え
ら
れ
は
す
まい
か。
そこ
で、
こ
の一
首

の
解
釈は、

Oモ
シ
私ガ
人
間-ア
ナ
イ
トス
レパ
(
烏・
獣ニ
ナル
ク
ラ
イ
ナ
ラ)
イγ

ソ
ノ
コ
ト
酒
萱ニ
ナ
リ
タ
イモ
ノ
ダ、
ソ
シ
テ
酒ニ
浸ロ
ウ

とい
うこ
と
に
な
る。
同じ
讃
酒
歌
中の

験な
き
物
を
不
念
者一
杯の
渇れ
る
酒
を
飲
む
べ
く
あ
る
ら
し
(
三
三

八)
に
つ
い
てい
え
ば、
(「
」
を
付し
た
もの
以
外は
筆
者が
その
主
旨に
基づ

い
て
仮に
試み
た
もの)

-
甲
斐の
ない
物
思い
を
す
る
よ
り
も一
杯の
濁り
酒
をの
ん
だ
方が
よい

(んH-
長説)

「
甲
斐の
ない
物
思ひ
をし
ない
で
濁
酒の一
杯
も
飲
むが
よ
さ
さ
う

だ」
(
橋
本
説・
前
掲
著
作
集一
五二
頁)

-
甲
斐の
ない
物
思い
をし
ない
で
す
む
な
ら一
杯の
濁
酒で
も
飲ん
でい

よ
う
(
大
宕説)

と
い
うこ
と
に
な
るの
で
あ
ろ
うが、
「つ
ま
ら
ない
物
思い
を
す
る」
こ
と

そ
打
消し、
その
残りの
中か
ら、
「一
杯の
濁
酒
を
飲ん
でい
る
状
態」
を

と
り
上
げ
てい
る
と
考
え
れ
ば、

O
(人
間卜
イ
ウモ
ノハ)
ツ7
ラ
ナ
イ
物
思イ
ヲ
シ
テ
ィ
ナ
イ
トス
レパ

(
他ノ
何ヲ
ス
ル
ト
イ
ウ
デモ
ナ
ク)
一
杯ノ
濁
酒テモ
飲ン
デ
イルベ
キ

モ
ノ
ラシ
イ
(ツマ
ラ
ン
モ
ノ
サ)

とい
う
意に
解
す
る
こ
と
が
で
きるで
あ
ろ
う。
そ
し
て、
その
方が、
第五

句の
「らし」
の
客
観
推
量の
意
味
も
生
きて
来る
と
思うの
で
あ
る。
さ
ら
60 

賢し
み
と
物い
ふ
従
者
酒
飲み
て
酔
泣
き
す
る
し
ま
さ
り
た
る
らし
(
三

四
二世の

中の
遊びの
道に
す
ずし
くは
酔
泣
す
る
に
あ
るべ
か
る
らし
(三

回
七)

の
二
首と
も
対応
する
意
味
を
持つ
こ
と
に
な
る
と
考え
ら
れ
る。

か
く
ば
か
り
恋ひ
っ
h
不
有
者
高山の
岩
根し
ま
きて
死
な
まし
もの
を

(「
万
葉
集」
巻二・
八
六)

に
つ
い
て
も

「
恋は
あ
ま
り
に
も
苦しい
か
ら、
こ
れ
程
恋に
苦し
ま
ない
で
す
む
な

-
ら
は、
岩
を
枕に
し
て
死ん
で
し
まは
う」
(
大
岩)

「
恋し
がっ
て
ゐ
ない
と
す
れ
ば
(
その
た
め
に
はいっ
そ)
死
ん
だ
が

よ
か
ら
う
(
死
ぬ
よ
りほ
か
手が
ない
の
で
は
あ
る
まい
か)」
(
林)

「こ
ん
なに
い
つ
まで
も
徒に
恋し
く
思う
て
ゐ
る
俗な
らい
っ
そ
高
山

の
磐
根
を
枕に
し
て
死ん
で
し
まっ
た
方が
まし
だ」
(
浜田
敦
前
掲
論
文

「
国
語
学」
第一
輯四
七
頁)

と
解さ
れ
てい
る
が、
「か
くば
か
り
恋つ
h
あ
る」
こ
と
を
否
定し
て、
残

る
とこ
ろか
ら
「
岩
根し
ま
まで
死」
ぬこ
と
を
と
り
あ
げ
てい
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で‘は
な
か
ろ
うか。
そ
う
す
れ
ば、

O
(
今、
私ハ
家ニ
イ
テ
ア
ナ
タ
ヲ
待ッ
テ
イ7
ス
ガ)
モ
シコ
ン
ナ
状

態デ
恋イ
慕ッ
テ
イ
ナ
イ
トス
レパ、
(
私ハ
今ニ
モ
ア
ナ
タ
ヲ
迎エ
ニ
出

カ
ケ
テ
行ッ
テ
ソ
ノ
結
果
行
キ
タ
オレ
テ)
高
山ノ
岩
根7
枕-一
シ
テ
死ン

デシマ
ウ
デ
ショ
ウモ
ノ
ヲ
(ジッ
トコ
ラエ
テ
私ハ
ア
ナ
タ
ヲ
恋イ
慕ッ
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テ
イ
ル
ノ
デス)

とい
う
意
味に
な
る。
さ
らに、
こ
の
歌の
作
者が、
詞
書に
ある
よ
うに
実

際に
磐
姫
皇
后で
あっ
て
も、
あるい
は
伝
諦
歌が
皇
后に
仮
託
さ
れ
た
もの

で
あっ
て
も、
い
ず
れに
し
て
もこ
の
歌
を
含む
四
首は一
連の
あ
る
ま
と
ま

り
を
持っ
てい
る
と
考え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が、
少
くと
も、
こ
の
巻の
編
者

と
し
て
は
'無
意
味に、
こ
の
四
首
を
な
らべ
た
もの
と
は
恩
わ
れ
ない。
す
な

わ
ち、
八
五
番か
ら
八
八
番
(
あ
るい
は
八
九
番)
まで
は、

ω
あ
な
た
が
行か
れ
て
か
ら
も
う
ずい
分日
が
た
ち
ま
し
た。
山
を
た

ずね
て
迎えに
行
き
ま
しょ
うか
あ
るい
は
家で
待っ
てい
ま
しょ
うか。

ω
も
し
今の
よ
うに
じっ
と
まっ
てい
ない
と
す
れ
ば、
迎え
に
出
て

行っ
て
高
山の
岩
を
枕に
し
て
死
ん
で
し
ま
うで
しょ
う。

ω
私は
こ
の
黒
髪が
真
白に
な
る
まで
や
は
り
あ
な
た
を
待っ
てい
ま

'レょ
汽ノ。

ω
こ
うし
て
あ
な
た
を
恋い
慕
う
私の
思は一
向に
は
れ
る
こと
は
な

い
の
で
す。

とい
うよ
う
な、
排
列
あるい
は
構
成
をと唱
てい
る
と
考え
ら
れ
る
の
で
あ

る。
こ
の
意
味か
ら
も、
前
述の
よ
うに
解す
る
こ
と
が
私は
至
当
と
考え

る。
後れ
居て
恋ひ
っ
h
不
有
者
追ひ
及か
む
道の
陵
廻に
標
給へ
わ
が
背

(
巻二・
一
一
五)

'も、O
(
今ハ、
後レ
テ
家三
留ッ
テ
ア
ナ
タ
ヲ
恋イ
某ッ
テ
イル
ノ
デス
ガ)

モ
シ
ソ
ウ
デ
ナ
カッ
タ
トス
レパ
(
事
情ガ
許シ
サエ
ス
レパ)
後ヲ
追ッ

テ
行
牛マ
ス
ヨ
(ソ
ノ
時ノ
タ
メニ)
道シ
ル
ベ
ヲ
曲
リ
角-一
一緒ッ
テ
下
サ

ィ。
ア
ナ
タ。

と
解す
る
方が、
「
勅
穂
積
皇
子
造
近
江
志
賀
山
寺
時、
但
馬
皐
ん且
術
作
歌一

首」
と
い
う
詞
警に
即し
て
芳え
て
見て
も、
妥
当
と
思わ
れ
る。

以
上の
よ
う
な
考え
方に
基づ
い
て、
最
初の
「た
ち
し
なふ
」
の
歌を

も
う一
度
顧み
るこ
と』
する。
こ
の
歌は、
詞
書に
「上
総
国
朝
集使大
嫁

大
原
真人
今
城
向
京
之
時
郡
司
妻女
等
銭
之
時二
首」
と
ある
如
く、
大
原
真

人が
京
都に
向っ
て
出発す
る
時、
国
司の
妻
女が
送
別の
意を
以て
詠んだ

中の一
首で
あ
る。
「
ずは」
を
「んよ
りは」
と
し
た
の
で
は、
その
ま』
で

は
正
に
全
然
意
味
を
成さ
な
く
な
るこ
と
は
橋
本
説のい
う
通り
で
ある。
そ

し
て
さ
らに、
橋
本は、
条件
法と
と
る
もの
(た
と
えば、
万
葉
集
古

義)
に
対し
て
は、
「『一
生の
間
恋し
く
忠ひつ
づ
け
る
事で
せ
う』
と
別を

惜し
む
詞に
『
もし
あ
な
た
の
御
姿を
忘れ
なかっ
た
な
らば』
と
条
件をつ

け
る
もの
が
何
処に
あ
ら
う
ぞ」
と
反
論し
て、
「
ずし
て」
説
を
出し
てい

る
わ
け
で
あ
る。
(「
奈
良
朝
語
法
研
究の
中か
ら」
著
作
集一
四
九
頁)
こ
れ

に
対し
て、
大
岩は、
条
件
法
を
生か
すた
め
に、
「
恋はつ
らい
もの
で
あ

る」
|
「だ
か
ら
な
るべ
く
恋は
し
た
く
ない」
とい
う
前
提
を
考え
てい
る

の
で
あ
る。
そし
て、
「
恋が
苦しい
もの
で
あ
るこ
と
を
考へ
れ
ば、
こ
れ

ら
及
び
他の
例
も
仮
定
条
件
法
と
し
て
理
解で
きる
と
恩ふ」
といっ
てい

る。
し
か
し、
同
じ
く
条
件
法と
考え
て
も
次の
よ
う
な
文
脈に
解
釈
す
るこ

と
が
で
きは
し
まい
か。

「
朝
集
使と
し
て
京へ
出
立さ
れ
る
あ
なた
を
私はお
慕い
し
てい
ま
す。

し
な
や
か
に
も
美しい
あ
な
た
を
忘れ
て
し
ま
うこ
と
な
ど
あ
り
ま
せ

ん、
こ
うし
て
忘れ
ずにい
る
と
す
れば

国
司の
妻女と
し
て
の
私は
あなた
を
追っ
て
行くな
ど
とい
うこ
と
は

と
て
もで
きませ
ん
か
ら
私の
生
、ぎてレ
るか
ぎ
り
ずっ
と
恋い
慕っ
てい

る
こ
とに
なる
で
しょ
う
か。」
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つ
ま
り、
「
忘
れ
る」
を
打ち
消し
た
残り
l
覚
え
てい
る・
追い
か
けて

行
く・
こ
が
れ
死ん
で
し
ま
う
等の
中か
ら、
結
果
と
し
て
「
世の
か
ぎ
り
恋

ひ
淡る」
を
と
り
出し
て
表
現し
てい
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
きる
の
で
あ

る。
別れ
を
惜し
む
前に
「
もし
あ
な
た
を
忘
れ
な
かっ
た
な
らば」
と
条
件

づ
け
を
す
る
もの
は
ない
で
あ
ろ
う。
し
か
し、い
か
に
万
葉
人
とい
え
ど
も、

特
殊
な
関
係に
ない
な
らば、
国
司の
安
女
た
る
もの
が、
朝
集
品川
を
送る
に

際し
て、
「
追ひ
し
か
む」
と
もい
え
ない
で
あ
ろ
う
し、
「こ
が
れ
死
な
ん」

と
もい
え
ない
で
あ
ろ
う。
い
え
る
こ
と
は、
「世の
限
りに
や
恋ひ
渡
り
な

ん」
とい
うこ
と
ぐ
らい
で
あ
ろ
うしJ
上
句
も、
「
忘レ
ナ
イ
トス
レパ」

と
し
て、
む
し
ろ
軽
く
添
え
ら
れ
た
もの
で
ある
と
考え
る
の
で
ある。

右の一
首
を
別と
し
て、「
ずは」
を
「ん
より
は」
と
す
る
宣長
説が
「一語

法
上の
説
明は
と
もか
く、
意
義の
解
釈に
於て
甚だ
適切
で
あっ
て
当
を
得

た
もの
』
や
うに
見
えるの
は
何
故か」
とい
う
点につ
レ
て、
橋本
説で
は

「
同じ
ゃ
う
な
思
怨
を
あ
らは
す
相
似た
二
つ
の
表
現
法が
あ
る」
と
し
て、

(
甲)
汽
車で
行か
ない
で
船で
行
くが
よし。

(
乙)
汽車で
行
く
よ
り
船で
行
く
が
よい。

を
あ
げ、
「
ずは」
は
(
甲)
に
あた
る
表
現
法だ
と
し
てい
る。
大
岩説で

は、
こ
れ
を
う
け
て、

(
甲)
乗換し
ない
で
電車で
行か
う。
橋本
説

(乙)
乗換
す
る
よ
り
電車で
行か
う。
富一
長
説

(
丙)
乗
換し
ない
な
ら
電
車で
行か
う
(奏
換し
ない
で
す
む
な
ら)。

大
岩
説

と
し
て、
(
丙)
を
と
るべ
きこ
と
を
説
く。
私は、
結
果
と
し
て
同
じ
意
味

に
な
る
表
現
形
式と
し
て、
更に
も
う一
つ
の
もの
が
考
え
ら
れ
る
と
思
うの

で
あ
る。

(
甲)
汽
車で
行か
ない
で
船で
行こ
う。
橋
本
説

(
乙)

汽
市一
で
行
く
よ
り
船
で
行
こ
う。

宣
長
説

(
丙)
汽
車で
行か
ない
な
ら
船で
行こ
う
(
汽車で
行か
ない
で
す
む

な
ら)
。

大山石
説

(
丁)
汽
車で
行か
ない
と
す
れば
(
他
に
色々
方
法が
ある
だ
ろ
う

が)
船で
行こ
う。

つ
ま
り、
(
丁)
の
表
現か
ら
考え
ら
れる
こ
と
は、
「
汽
車で
行
く」
こ
と

を
打ち
消し
た
残りの
中か
ら、
結
果と
し
て、
「
船で
行く」
こ
と
をと
り

あ
げ
てい
る
訳で
ある。
奈
良
時
代の
「ずは」
も
(
丁)
の
よ
うな
表
現
形

式と
考え
ら
れは
す
まい
か。
上
述し
た
如く一
首が
成
立
す
る
際の
語
法
以

外の
他の
条件
を
も
考え
合わせ
た
時、
「
ずは」
の
用い
ら
れ
てい
る
三
十

例は、
こ
の
よ
うに
し
て
無
理
な
く
解
決で
きる
と
思
うの
で
ある。
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む

す

ぴ

肯
定
表
現
に
よ
る
内
容
は、

現
実
に
存
花
し
得
る
。

そ
し
て
表
現
に
当
っ
て

肯
定で
あ
るこ
と
を一不す
特
別の
誌
を
必
要と
し
ない。
こ
れに
反
し
て、
否

定
表
現は
すべ
て
思
考の
領
域に
属
する。
否
定す
る
こ
と
に
よっ
て、
何
を

伝
達し
よ
う
と
す
る
か
は、
表
現
者の
意
図の
複の
問
題で
ある。
従っ
て、

否
定
表
現
形
式に
立
向
う
国内
解の
側に
は、
肯
定
表
現に
於け
る
よ
り
も、
は

る
か
に
周
到な
用
意
あるい
は
手
続が
要
求さ
れ
る。

本
論で
は、
同
語
表
現の
上で、
従
来
問
題と
さ
れ
てい
るい
くつ
か
の
表

現
形
式につ
い
て、
再
検
討
を
試み
た
の
で
ある
が、
否
定
表
現
に
つ
い
て

は、
未だ
語
法と
内容と
の
関
係で
処
理
し
灘レ
い
くつ
か
の
間
題が
残
在し

てレ
る。

「け
し
か
ら
ぬ」
「ま
け
ず
ぎ
らい」
とい
う
似
用
句につ
い
て一
言
加
え
る



な
ら
ば、
「け
しか
ら
ぬ」
は、
「
けし
か
り」
を
打ち
消し
て
残
る
所か
ら、

更に一
一周
程
度の
高い
方
||「け
し
か
り
ト
イ
ウコ
トパ
デハ
ィ、
ア
ラ
ワ

セ
ナ
イ
程ヒ
ト
イ」
函
をと
り
あ
げ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
きない
で
あ

ろ
うか。
い
わ
ば、
「
け
し
か
り
とい
ふ
もお
ろ
か
な
り」
で
あ
る。
「ま
け
ず

ぎ
らい」
は、
「
く
わ
ず
ぎ
らい」
が
「
未だ
く
わ
ずし
て
く
う
こ
と
が
き
ら

い」

||「(ソ
レ
ヲ)
ク
ウコ
ト
ガハ
ジ
メ
カ
ラ
キ
ラ
イ
デ
アル」
とい
う
意

味で
あ
る
こ
と」
同じ
く、
「
未だ
ま
け
ずし
て
ま
け
る
こ
と
が
き
らい」
||

「(
何
カニ)
マ
ケル
ナ
ド
卜
イ
ウコ
ト
ガハ
ジ
メ
カ
ラ
キ
ラ
イ
デ
アル」
とい

う
意に
解
す
る
こ
と
は
で
きない
で
あ
ろ
うか。

注1
表現のニュ
アンス
とか 、
打消以外の他の要
素も
こ〉
では
大

打ち消して残るところー否定表現の結果

いに
関係す
るのであ
るが 、
今は
内
容だけを附題に
する。

注2
「肯
定と否
定

illうち
とそと

||」(国語学第一
輯)

注3
「否
定表
現の
問題
111『で

きない
前』
という表
現を
中心に

--t」(言語生
活昭和三
十四
年八
月)

注4
「否
定表
現の原理
lit-

つ
の意
味論的分
析
lll」

(国語国

文二
十六
巻八
号・
「言語の研究」
昭和三
十一
年に
収録)

注5
表現者の社会的言語的環境の総体とい
う意
味 。

注6
岩波書厄日
本古
典文学大系
「大鏡」
の補注四四七
頁参照 。

(本稿は
昭和三
十五
年十
月二
十三
日
国語
学会研究発表
会で
発表し

た
も
のを
補訂した
ものである)

一
九六二・
五・一

ー11山梨
大学助教授
||
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